
 

 

 

 

 

  

浜松市消費者教育推進計画では、「消費者教育の推進による安全・   ■自立した消費者になろう！（R3） 

安心で豊かな消費者市民社会の実現」を理念として、「消費者市民社会 

の一員となる自立した消費者の育成」を目標としています。 

本教材は、生徒が身近な消費者問題の存在とその解決について考え、 

消費者の行動が社会や経済、環境及び未来に与える影響を理解し、さら 

には、消費者市民社会の一員として自分の行動を振り返り消費者が主役 

の社会を実現することを目指しています。 

生徒が主体的に学ぶように各頁は、生徒への「問い」から始まり、課題 

を見つけて考えを記述したり、話し合ったりして学習を進めます。 

浜松市がこれまでに作成した消費者教育教材と併せて活用することで、 

消費者市民の一員となる学びがより充実します。 
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指導ガイド 

発 行 令和 4年 3月 

       浜松市市民生活課くらしのセンター 

所在地 〒４３２-８０３２ 

浜松市中区海老塚町５１-１ 

電 話  ０５３-４５７-２６３５ 

F A X  ０５３-４５７-２８１４ 

制  作  （公財）消費者教育支援センター 

浜松市小中学校消費者教育教材作成プロジェクト委員

（敬称略） 

山田真代子（城北小校長） 平野敦子（舞阪中校長）  

鈴木靖（光が丘中校長）   前田浩平（指導主事） 

増井葉子（和地小）       小田真弓（引佐北部小中） 

河合綾乃（東部中）     深田貴代（富塚中） 
大村愛（富塚中）         芦田昌子（丸塚中） 

■浜松から未来をひらく

エシカル消費 （H30） 

 

■よりよい現在と未来を考

える食の選択（H27）

（H27） 

 

■ぼくたち・私たちの消費行動

が世界を変える！（R2） 

 

■小中学校発達支援学

級用「人・地球にやさし

い消費者になろう！」

（R2） 

家庭科・ 

社会科学習で 

活用できる 

新   
教材作成の目的    



 

 

 

 

 

 

教育課程の編成は、教科横断的な視点から教育活動を改善しましょう。 

２

１

指導主事 

前田浩平先生 

➀各教科が学ばせること  

教科横断的な指導とは？ 

成年年齢には、２つの意味があります。 

親の同意がなくても、自分の意志で様々な契約ができるようになるということです。 

メ リ ッ ト デ メ リ ッ ト 

・契約が一人でできる  ・自分のクレジットカードが持てる 

・結婚できる    ・１０年有効のパスポートが取得できる 

・国家資格が取れる 

（例：司法書士・公認会計士・薬剤師及び医師免許等） 

※選挙権については、公職選挙法等の一部を改正する法律（H28） 

・「未成年者取消」ができなくなる 

・消費者被害のターゲットになる 

資質・能力の視点から見る 
（教員が連携して学び方を学ばせる） 

・教員全員で「問題解決的な学習」の進め方 
等について共通理解をする 

 

教育内容の視点から見る 
（指導内容を見直し、連携して指導する） 

・同じ学習内容や似ている学習内容について 
教科担当者間でカリキュラムを見直す 

例：三者間契約 ■家庭分野 ■公民的分野 

例：悪質商法 
■家庭分野 ■公民的分野

教科・領域のカリキュラムを見直すことで、教師も生徒もゆとりをもって教育活動に取り組めます。 

消費者教育は、教科横断的な視点で学ぶ  

民法改正 成年年齢の引き下げ  

持続可能な社会の構築に向けて、身近な消費生活と環境をよりよく
しようと工夫する生徒の姿が望まれます。本教材を活用した学習が
自立した消費者育成の基盤となり、小・中・高と系統的につながっ
ていくことを願っています。 

「教科横断的な指導」で大事なのは、 
学習の基盤となる資質・能力を言語能力・情報
活用能力・問題発見・解決能力を育成すること
や単元などの数コマ程度の授業のまとまりの中 

で「習得・活用・探究」のバランスを工夫す
ることです。 （文科省 HP より） 

「未成年者取消」が適用されない場合 
◆契約時の年齢が未成年ではない場合 
◆使うことを許された小遣い程度の範囲の場合 
◆成年とうそを言った場合  
◆未成年者が成年になってから商品を受け取った 
り代金を払ったりした場合 

◆取消権の時効の５年間を過ぎた場合 

「未成年者取消」は、親の同意を得ずにした契約を原則取り消すことができる民法上の権利 

自分の考えを周りと
共有する話し合いを
授業の中に位置づけ
よう！ 

２０２２年４月１日から成年年齢は１８歳になりました。 

➀一人で契約をすることができる年齢   ➁父母の親権に服さなくなる年齢 

 

未成年者の 
契約は、取り 
消せます。 



時間 教    材 授 業 の 流 れ 

1 

P1   P2 （導入） 

購入した楽器が返品可と返品不可。二人にこのような違い

があるのは、なぜか？相談件数のグラフからその理由を確

認する。 

（展開） 

消費者と生産者の関係を図２から確認し、ものとサービスの

例を記述して発表後、自立した消費者度チェックをする。 

（まとめ） 

消費者度チェックの結果から、自分の課題を書く。 

２ 

P3   P4  

（導入） 

売買契約の成立の場面を選び、その理由を記述する。 

（小学校での学習の復習） 

売買契約の成立で消費者と事業者（販売者）に発生する権

利と義務について考える。 

（展開） 

T シャツを店舗とネットショップのどちらで購入する？ 

どの店にするか、その理由を考えてグループや学級全体で

考えを共有する。その T シャツがどこで生産され、どのような

流通経路で手元に届いたかは、社会科の生産と流通などの

学習と関連させて考える。 

（まとめ） 

環境を考えた購入のひとつである浜松市の「フェアトレードタ

ウン」や「地産・地消」について調べる。 

３ 

P5    P6 

（導入） 

二者間契約である店舗での現金購入を確認し、現金がなく

ても商品が購入できるクレジットカードの仕組み（三者間契

約）を考えて記述し、発表する。 

（展開） 

キャッシュレスでの支払いのメリットやデメリットを考えて、周り

と共有する。また、消費者トラブルに遭ってしまう原因を考え

る。 

（まとめ） 

消費者トラブルに遭わないように消費者と事業者が対等で

公平な契約を結ぶために「消費者」「国や行政」「事業者」の

役割を考えて、発表し、共有する 

４ 

P7 P8 （導入） 

ネットショップでリュックを購入したがクーリング・オフが

できるか？また、返品できる店とできない店の違いを調

べる。 

（展開） 

ネットショップでの買い物で気を付けることを調べ、発表

を通して、実際に購入する前と商品が届いたときに消費

者としてすべきことを話し合う。 

（まとめ） 

P8「これまでの学習の振り返り」を記入し、これからの行

動目標を考えて発表し、周りと共有する。 

３

１

（全４時間扱い） 
指 導 計 画 例 



 

 

 

４

１

生徒のノート記述例 

カードの仕組みは、銀行を最初に位置付け 

    ると、生活と結びつけやすいです。 

社会科の公民的分野の教科書にもある内容なので、

教科間で調整をするとそれぞれの教科の学習に軽

重がつけられます。支払い方法の違いの情報を収

集・整理したことで、実際の生活と結びついたメリット

やデメリットをノートに記述し、発表できました。 

いろいろな支払い方法を知り、

それぞれのメリットデメリットを考

えよう。 
生徒の発表は、フラッシュカードを活用して

板書することでお金の動きが分かりやすくな

り、三者間契約の理解が進みます。 

人・地球にやさしい 
消費者になろう！契約
って何？（R2）「教材 3
の掲示資料」を活用 

対  象：中学１～３年 

教科等：技術・家庭科（家庭分野） 

題材名：いろいろな支払い方法 

ねらい：クレジットカードによる三者間契約について 

二者間契約と比較しながらメリットとデメリット 

を整理して、特徴が分かる。 

■活用教材

P３ P５  

 
人・地球にやさしい 
消費者になろう！ 
契約って何？（R2） 

■授業構想

生徒は、日常生活で現金やインターネットショッピングでキャシュレスの支払いを経験しています。しかし、

その仕組みは、理解していません。現金やクレジットカードによる支払い方法のメリットやデメリットを生徒の

生活経験から考えさせました。情報の収集や整理、クレジットカードの注意点についての学習は、社会科

の公民的分野や技術・家庭科の技術分野との教科横断的な視点を意識して指導します。 

東部中 

河合綾乃先生 

三者間契約とは？ 

店でおにぎりを購入
します。その時の売
買契約はどのように
していましたか？ 

現金以外で物やサービスを購入する時は、 
どんな支払い方法でしていますか？ 

教材資料 P5 の「クレジットカードの仕組み」の
図表を拡大コピーして板書してもいいですね。 

消費者と店の口約束で
契約は成立して、消費
者と店には、権利と義務
が発生する。 

キャッシュレスが増えているの
は、何かメリットがあるからだよ？ 

スマホで払う。電子マネー・・・   

キャッシュレスのメリットやデメリットは何でしょうか？ 

消費者だけでなく、店にとってもメリットやデメリット
がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対 象：中学３年 
教科等：技術・家庭科(家庭分野) 
題材名：「自立した消費者」として、商品を選ぼう 
ねらい：通信販売でのリュックの選択・購入で選択のた

めの意思決定に必要な観点や情報を収集・整
理して判断することが消費者被害を未然に防ぐ
ことにつながることが分かる。 

■活用教材 

P7             掲示資料          

（エシカル消費） 
 

           

■授業構想 

技術・家庭科(家庭分野)の指導は、家庭生活、地域、社会を創る生活者の一員として中学生である自

分はどのようなことができるかを考え、実践できる生徒を目指します。本題材では「C消費生活・環境」

（１）金銭の管理と購入、（２）消費者の権利と責任の内容を学んだ上で、ネットショップでのリュックの購入

を考えることで、購入の際の情報の収集や整理について学びます。 

ネットショップでリュックを購入したら？ 

消費者市民としてどんなことに気を付けますか？ 

 
ネットショップでリュックを購入しました。 
これは「クーリング・オフ」できるでしょうか？ 
 

調べて、気が付いたことはありますか？ 

 

消費行動の際には、多方面から得た知識や経験、適切な情報をつなぎ合わせ、

正しく安全な判断や対応ができるように指導したいものです。実生活に直結する課

題設定などの授業展開も工夫したいですね。 

 

富塚中  

深田貴代先生 

買う前に「NEEDS」それとも
「WANTS」か考えて決める 
ことが大事！ 

 
できる！ 
8 日以内だったら返品できるはず。 
クーリング・オフという制度は、こんな時のた
めにある。 

 

５

１ 

商品を「リュック」としたことで、生徒が身近な課題としてとらえることができました。通信販売のルールや
消費生活センターの役割等について QR コードで調べたところ課題を解決していくために必要となる情報が
各省庁から多く発信されていることに生徒が気づきました。 
安全で正しい情報を選択するひとつの例として「官公庁等の情報」に対する見方や考え方が身につきま

した。調べた結果から考えたことを周りと共有することでも生徒の学びが深まりました。 

舞阪中学校  
平野敦子校長先生 

技術分野や社会、道徳で学んだ情報モラルや情報社会での買い物の学習でも似た 
ことを学習しています。そこでの学びと結びつくことは何かな？ 

 

通信販売のルールが変わった？法律が 
変わったのは、オンラインの買い物で困る 
人が増えたからかも。国が（P6）できること 
をした。 

 

返品ができるかどうかショップに書いてある
値段だけでなく、小さな文字も読まないと
必要ない物も購入することになる。 
小さな文字に注意だ。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■学習の後半でP6         をする。 

対 象：中学３年 

教科等：社会科（公民的分野） 

題材名：消費者問題 

ねらい：消費者の権利を活用して問題の解決に向けて、 

事例と実生活を結び付けて考えることができる。 

■授業構想 

社会科の「消費と市場経済」の単元では、消費者の権利と責任と共に企業の生産者としての責任と義務

も学びます。社会生活の中に存在する様々な消費者トラブルを学ぶ中で、消費者が自らの権利を守り不

利益を被らないようにするには、契約やトラブルに遭った時に、法や制度を理解し権利を行使することが

大切であることを理解させます。 

本時は単元のまとめとして、事例をもとに賢い消費者であればどのように情報を受け止め、判断し、主体

的に行動するかをグループで討議します。教材 P6「消費者トラブル」の内容を確認し、消費者トラブルの

原因について話し合い、公平な契約のためにどうするか考えます。 

 

 

 

 

 

 

■活用教材 

P6           自作教材    

             商品『学力UPペン』 

           

「法改正１８歳成人」自分を守れる？ 

契約の時に注意することをグルー
プで話し合い、その結果を発表し
ましょう。 

 

親子を演じる家庭科教員と技術科教員 

 

６

１ 

 富塚中  

大村愛先生 

行政には、幼稚園や小学校から売
買契約を何度も繰り返し学ぶよう
にしてほしい。 

出ている情報だけを信じてうのみに
するのではなく、インターネットで調
べたり、周りに聞いたりして多くの情
報を知ることが大切 
 
ネガティブ情報も出してほしいと国
や事業者に言う。 

都合の悪い情報もよい情報と同
じに出してほしい。 

持っている情報を公開し、正確な
情報を編集せずに出してほしい。 

うちの息子はこれで学力アップ
成功しました♪ 

 

このペンを使うと、何
時間でも集中できる
のね！ 

 

生徒の発言例 
・試し書きする 
・交換できるか聞く 
・他と比較する 
・周りの言うことが本 
当か？疑う 
・値段や会社、生産 
地、送料などを確 
認する 
 

教員が事業者（セールスレディ）として、商品『学力UPペン』をアピールします。 

 



 
   
 
 
 
 
 
 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
                                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

光が丘中学校  
鈴木靖校長先生 ７

１ 

対 象：中学３年 

教 科：社会科（公民的分野） 
題材名：キャッシュレス社会の中で、賢い消費者をめざそう 

ねらい：キャッシュレス化が急速に進む時代の変化の中で私 

たちに求められていることを追求し、持続可能な未来 

の社会に向けて、自分たちはどのように生きていけば 

よいかを考えることができる。 

 

 

■活用教材        
P5           世界各国のキャッ 

シュレス比率比較 

■授業構想 
経済分野の学習のまとめとして、授業を構成しました。日本のキャッシュレス化は、現時点では、他国に
比べて著しく遅れている状況ですが、今後は急速に進んでいくと予想されます。キャッシュレス化の背
景の一つは、インバウンド対策です。世界的に見ると「支払いはキャッシュレス」が当たり前の時代になっ
ています。さらに、環境面での配慮からペーパーレス化も進み、生徒が成人する頃には、現金通貨の利
用の機会は減り、「通帳」でお金の出入りを確認することも少ない世の中になるでしょう。大きな変化の
中で、「賢い消費者としてのあり方」について考えさせます。 
前時に教材 P5 の「いろいろな支払方法のメリットとデメリットについて社会科に位置付けて学びます。 
今回は、社会科の時間で指導しましたが、教科担当者で事前に相談し、家庭科で P5 を学習し、それ
を受けて社会科で指導することもできます。 
 

社会科では、クレジットカードのメリットやデメリットではなく、「キャッシュレス化」という社会の動向を 

視点としました。学習のまとめでの生徒の発言は、 

   ・近い将来、自分で支払方法を選ぶ時代から、キャッシュレスが当たり前の時代になるかも。 

・現金払いができないお店も増えてくるはずだ。 

・時代の流れはキャッシュレス。消費者として、きちんとした知識を持たないと、大変なことになる。 

・外国人観光客から見たら、日本はすごく不便な国に見えるはずだ。 

・働く人にとってのよさがある。  などです。 

があり、変化に対応しようとする生徒の意識が確認できました。 

 

 

 

 

キャシュレス社会の賢い消費者は？  

丸塚中  

芦田昌子先生 

出典：経済産業省 

消費は誰もが行う経済活動です。成年年齢の引き下げに伴い、早い時期から具体的

な事例や法、制度に触れながら、消費者の権利や責任について自覚を促す必要が増

しています。 

 

便利だけど、お金の出入り
が一目で分からないから
不安。 
 

世界と大きく違っている。 
 

・感染症のリスクが減る。 
・現金を持ち歩かないから便
利で安全。 
・紙の使用を減らす。 
・環境にもよい 
・レシートの枚数は増える。 
・カードが作れない人は大変。 
 

店や店で働く人にとって
も利点がある。 

世界のキャッシュレス化のグラフから気が付いた
ことはありますか。 

 

キャッシュレス化の利点（メリット）と 
欠点（デメリット）は、何でしょうか。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対 象：中学３年 

教 科：家庭科（家庭分野）・社会科（公民的分野） 
題材名：消費生活を支える生産と流通 

ねらい：自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす影響 

について、物資・サービスの購入から廃棄までを見通 

すことができる。 

■活用教材              

P3          掲示資料  
            （エシカル消費） 

          

■授業構想 
電気、ガス、 水などは、衣食住に関わる限りある資源で、環境への負荷を軽減する必要があることを理解
します。自分や家族の消費行動の何が環境に負荷を与えているのか、環境負荷を減らすには、どうしたらよ
いかを考えるきっかけとして、T シャツの流通について考えさせます。T シャツなどの商品が様々な人の手に
よって流通して届いていることを確認することで、消費者の行動が社会とつながっていることが分かります。
身近な電気や水の使用だけでなく、他にも負荷を減らす手立てがあることに気づきます。 
この学習は、社会科〔公民的分野〕「市場の働きと経済」の学習などとの関連を図って指導します。 

     QR コードにアクセスして調べて、分かったことを発表してください。 

P4で学ぶ〈生産者から消費者に届くまで〉について、社会科（公民的分野）教科書では、次の図で記
述されています。 

公民的分野 B 私たちと経済（１）市場の働きと経済（２）国民の 
生活と政府の役割では、“対立と合意、効率と公正、分業と交換、 
希少性などに着目して考察、構想し、表現”します。 

                         身近な消費生活を中心に経済活動の意義について理解させま 
すが、財やサービスを生産して消費することで生活を成り立たせて 
いるという社会科の記述が家庭科と重なります。経済活動は、私た
ち人間の生活の維持・向上であり、経済が生活のための手段だか
らです。家庭科分野の学習指導要領解説でも社会科の公民的分
野と連携して指導するとしています。 

 

消費生活を支える生産と流通  

■テキストのマークについて 

 

て 

知っていますか? 
重要な 
点です！ 

見つけ 
ましょう！ 

       話し合い 
ましょう! 

Ｔシャツを購入します。皆さんはどちらの店
で購入しますか？その理由は？ 

 

それぞれの店で購入するメリットとデメリットを
考えて、発表しましょう。 

 

その T シャツ、どこで、だれがどのように作ってあなたの
手に届いているか考えたことはありますか。 

 

社会や世界とつながっているわたしたちがすぐできることは何でしょうか。 

店舗だよ。お気に入りの店がある。
ネットだね。安くて、早い。 

 

T シャツのタグに原産国や材料は書いてあ
る。輸入しているから港からだ。 

 

浜松市は、フェアトレードタウ
ンだ。地産・地消を調理でも
学んだ。買い物で世界や地
域とつながれる。 

 

自分たちの洋服は、ほとんど外国から輸入し
ている。たくさん洋服を買っていらなくなったら
燃やしていることが     を調べたら分かっ
たよ。 
苦労して生産してくれているのに。 
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出所：新しい社会公民 東京書籍 
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生徒の記述例 
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